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1. は じ め に
1 9 9 4年 前 半 に ､ 植 物 - の 人 工 光 照 明 に 関 す る 国 際 会 議 シ ン ポ ジ ウ ム と 国 際 ワ ー
ク シ ョ ッ プ が ､ そ れ ぞ れ ､ オ ラ ン ダ と 米 国 で 開 催 さ れ た｡ 両 者 の 会 議 の 性 格 は や
や 異 な る が , 目 的 は ､ 人 工 光 源 の 植 物 生 育 へ の 利 用 と い う 点 で 一 致 す る の で , 本
報 告 で は 両 会 議 の 特 徴 を 比 較 し な が ら 紹 介 す る ｡
2. 園 芸 に お け る 人 工 光 ･ 補 光 に 関 す る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
2. 1 概 要
本 会 議(T h ird Inte r n atio n al Sympo siu m
"
Arti f icial L ighting in
Ho rtic ultu r e
"
)は ､ 1 9 9 4年 1月 2 3日 - 2 7日 に オ ラ ン ダ 西 部 の No o rdyijke rho ut(- I
グ 市 の 北)で 開 催 さ れ た ｡ 会 議 は オ ラ ン ダ 花 き 園 芸 研 究 所(Re s e a r ch Statio n fo r
F lo ric ultu r e)と 国 際 園 芸 学 会(I S H S)の 共 催 で あ る ｡ 同 名 の 会 議 は 過 去 に ヨ ー ロ ッ
パ で 約1 0年 お き に 2回 開 催 さ れ て お り 今 回 は 3回 目 で あ る ｡
参 加 者 は 8 0名 で ､ 内 訳 は オ ラ ン ダ3 6名､ 米 国9名 , オ ラ ン ダ 以 外 の ヨ ー ロ ッ パ
3 0名(デ ン マ ー ク 5, ベ ル ギ ー 4､ 英 国4､ イ ス ラ エ ル 4な ど1 1ヶ 国)､ 日 本5名 で あ っ
た ｡ 日 本 か ら は ､ 羽 生 氏 ( 電中 研)､ 柳 氏(香 川 大)､ 村 上 氏(大 阪 府 大)お よ び 古 在
･ 後 藤 の 5名 が 参 加 し た｡ 日 本 と 米 国 以 外 か ら は ､ 冬 期 に 自 然 光 が 少 な い ヨ ー ロ ッ
パ 中 北 部 地 域 か ら の 参 加 者 が 多 か っ た ｡
会 場 は 市 街 地 か ら 離 れ た 地 区 に 位 置 し､ 会 議 場 と 宿 泊 施 設 が 同 一 建 物 内 に あ っ
た ｡ そ の た め 参 加 者 全 員 が 朝 食 か ら 夕 食 後 の セ ッ シ ョ ン ま で 同 一 行 動 を 余 儀 な く
さ れ て ､ ま る で 企 業 の 新 人 研 修 会 の よ う に な っ た｡ お か げ で た く さ ん の 研 究 者 と
交 流 す る 機 会 に 恵 ま れ た ｡ 参 加 者 の 半 分 が 流 暢 な 英 語 を 喋 る オ ラ ン ダ 人 で 占 め ら
れ て お り ､ 国 際 会 議 に し て は 早 口 な 英 語 が 飛 び 交 う ､ し か し な が ら 陽 気 な 米 国 人
の ペ ー ス に 巻 き 込 ま れ な い 独 特 な 雰 囲 気 で 進 行 し た ｡
日 程 は 1月 2 4, 2 6, 2 7日 の 3日 間 が 研 究 発 表 会 で ､ 2 5日 は エ ク ス カ ー シ ョ ン で あ っ
た . こ の 過 は ア ム ス テ ル ダ ム 市 で ヨ ー ロ ッ パ 最 大 の 園 芸 展 示 会N T Vが 開 催 さ れ て お
り ､ 外 国 か ら の 参 加 者 は ､ 2 8日 の 朝 ､ 事 務 局 が 手 配 し た バ ス で 展 示 会 を 見 学 し た ｡
2. 2 研 究 発 表 の 概 要
研 究 発 表 は 3 つ の メ イ ン テ ー マ に 分 け ら れ た . 1日 目 は ｢Supple m e ntary
L ightiTlg｣ ､ 2日 目 は ｢L ight Qu al ity& P hotope riod is m｣ ､ 3 日 目 が ｢Te chniqu e
& En e rgy｣ で あ る . 1 日 目 は 栽 培 ､ 2 日目 は 植 物 生 理 ､ 3 日 目 は 環 境 工 学 の 分 野 か
ら の ア プ ロ ー チ で あ 1
'
た .
口 頭 発 表 は 1会 場 で 行 わ れ ､ 毎 日 最 初 に 1題 の 招 待 講 演 が あ っ た ｡ ポ ス タ ー は 前
述 の テ ー マ に あ わ せ て 3会 場 に 分 け て 発 表 さ れ た ｡ 発 表 総 数 は 口 頭 発 表 が 1 5題 (図
1) ､ ポ ス タ ー 発 表 が 3 5題 で あ る ｡ 各 日 と も 一 般 研 究 発 表 終 了 後 に 1時 間 の 総 合 討
論 が 行 わ れ た . 招 待 講 演 は 1日 目 が ｢ p hysiologic al a spe cts of h igh ir r a-
d ia n c el ighting in ho rtic ultu r e :a. Ho e(ノ ル ウ ェ ー )｣､ 2日 目 が ｢The r ole s
of photo r e c epto r s a nd e ndoge n o u s rhythm s in the photope riod ic c o ntr ol of
f lM e ring: P. ∫ . Lu m sde n(イ ギ リ ス)｣で あ っ た｡ 3日 目 は 予 定 さ れ て い た
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H. ∫ . Ta nta u氏 が 不 参 加 と な り , ｢ L ight tr a nsTnis sio n of gr e e nho u s e s
- Calc ulatio n a nd Tn e a S u r e m e ntS - :G . Bot(オ ラ ン ダ)｣に 変 更 さ れ た o
研 究 発 表 の 内 容 を ま と め る と ､ 1 日目 は 切 り 花 と 鉢 植 え 植 物 の 補 光 栽 培 に お け る
照 射 光 強 度 ､ 光 質 , 日 長 お よ び 積 算 受 光 量 と 成 長 ･ 発 育 の 関 係 ､ 赤 色 と 遠 赤 色 光
の 光 量 子 束 の 比 率 が 成 長 ･ 形 態 に 及 ぼ す 影 響 な ど が 報 告 さ れ た ｡ 2 日目 は 赤 色 光 と
遠 赤 色 光 の 光 量 子 束 の 比 率 と 成 長 お よ び 開 花 の 関 係 ､ 短 日 植 物 と 長 日 植 物 の 光 に
対 す る 反 応 の 違 い ､ 青 色 光 お よ び 紫 外 線 の 植 物 成 長 に 及 ぼ す 影 響 な ど が 報 告 さ れ
た ｡ 3日 目 は 光 源 配 置 を 最 適 化 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ､ 温 室 の
光 透 過 率 の 改 良 ､ 補 光 温 室 の 省 エ ネ ル ギ ー の 研 究 と ､ 新 し い 光 源 と し て 注 目 さ れ
て い る マ イ ク ロ ウ エ ー ブ ラ ン プ お よ び 高 輝 度 発 光 ダ イ オ ー ド の 植 物 生 産 - の 利 用 ､
光 フ ァ イ バ ー を 利 用 し た 組 織 培 養 苗 生 産 な ど が 報 告 さ れ た ｡
2. 3 エ ク ス カ ー シ ョ ン
エ ク ス カ ー シ ョ ン で は ､ Aals m e e rに あ る Re s e a r ch Statio n fo r F lo ric ultu r e
( 花き 園 芸 研 究 所)お よ び 近 く の 補 光 下 の 温 室 バ ラ 栽 培 ( 図2 ) , Wag e ninge nに あ
る I M A G- D L O(農 業 環 境 工 学 研 究 所)､ お よ び A B- D L O(農 業 生 物 ･ 土 壌 研 究 所)を 訪 問
し た ｡ 花 き 研 究 所 は 半 官 半 民 で 運 営 さ れ て お り ､ 花 き 植 物 の 栽 培 ､ 苗 生 産 ､ 経 営
解 析 な ど を 行 っ て い る ｡ こ こ で は 切 り 花 お よ び 鉢 物 栽 培 の た め の 補 光 栽 培 実 験 と ､
人 工 光 チ ャ ン バ ー を 用 い た ポ ス ト - ー ベ ス ト 実 験 ( 図3 ) を 見 学 し た ｡ I M A G- D L O
で は 捕 光 栽 培 ､ 省 エ ネ ル ギ ー 温 室 ､ 温 室 の 光 環 境 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 実 験 を 見 学
し, A B- D L O で は花 と 野 菜 の 栽 培 実 験 ､ 圃 場 に 設 置 さ れ た オ ー プ ン ト ッ プ チ ャ ン バ
ー 用 い て 炭 酸 ガ ス 濃 度 の 植 物 へ の 影 響 を 調 べ る 実 験 ､ 地 上 部 と 地 下 部 環 境 を 同 時
に 制 御 し て 植 物 の 成 長 を 観 察 で き る 人 工 土 壌 チ ャ ン バ ー (R h iz olab) 実験 を 見 学 し
た o な お , 図 4 一 図 7 は､ 筆 者 の 一 人 古 在 が 本 会 議 の 前 に 訪 問 し た デ ン マ ー ク の
ト マ ト 苗 生 産 農 家 お よ び ト マ ト 栽 培 農 家 の 温 室 の 写 真 で あ り ､ い ず れ ち .冬 季 に は
補 光 ラ ン プ が 利 用 さ れ て い る ｡
2. 4 そ の 他
会 議 場 に は ラ ン プ メ ー カ ー ､ 光 測 定 機 器 メ ー カ ー な ど の 展 示 コ ー ナ ー が 設 け ら
れ 約 1 0社 が 参 加 し た ｡ 2 日日 の 夜 の セ ッ シ ョ ン と し て 製 品 紹 介 の 時 間 が 用 意 さ れ て ､
デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン に 参 加 者 が 見 入 っ て い た ｡
オ ラ ン ダ は 冬 期 の 日 射 量 が 少 な い た め ､ お も に 9月 か ら3月 ま で の 期 間､ 園 芸 作
物 を 生 産 す る 温 室 で は ､ 高 圧 ナ ト リ ウ ム ま た は メ タ ル - ラ イ ド ラ ン プ を 利 用 す る
補 光 が 盛 ん で あ る ｡ 補 光 が 普 及 す る 理 由 の 1 つ に 電 気 料 金 が 安 い こ と が 挙 げ ら れ
る ｡ 今 回 は ､ 花 き 園 芸 研 究 所 が 主 催 者 で あ り ､ 補 光 が 花 き 栽 培 で 利 用 さ れ る こ と
が 多 い た め か ､ 研 究 発 表 の 多 く が 花 き 生 産 に 関 す る 報 告 で ､ 野 菜 生 産 の 報 告 が 少
な い 点 が 残 念 で あ っ た ｡ 最 近 の 日 本 で の 人 工 光 に 関 す る 研 究 は ､ 植 物 工 場 で の 利
用 を 念 頭 に お い た 研 究 が 多 い ｡ し か し ヨ ー ロ ッ パ や 米 国 北 部 で は 温 室 補 光 に 関 す
る 研 究 が 中 心 で ､ 日 本 で は 取 り 組 む 人 の 少 な い 温 室 の 光 環 境 改 善 の 研 究 も 重 視 さ
れ て い る と 感 じ た ｡
本 会 議 で は 質 疑 応 答 と デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 多 く の 時 間 が 割 り 当 て ら れ た ｡ 人 工
光 利 用 と い う テ ー マ の も と に ､ 園 芸 ､ 植 物 生 理 ､ 工 学 の 専 門 家 が 集 ま っ て 議 論 を
し た と い う 点 で 会 議 は 成 功 だ っ た と 思 う｡ こ れ は 国 際 会 議 で あ る か ら 実 現 で き る
の で あ っ て ､ 日 本 国 内 で は ､ 関 連 分 野 の 各 学 会 の 専 門 家 が 長 時 間 議 論 し あ う シ ン
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Regis亡r a亡io n
S U P P LE H E N T A R Y L = G H T = NG
Chair m an : H . C hal la , Wage ninge n Agric ultu r al
Univ e r si亡y, T he Nethe rla nds
甘elc o m e ad dr e s s
G I A ･ v a n de n Be rg , c o n v e n e r of the Sympo siu m
Ope nin g Spe e ch
R ･ Boge r s, d ir e cto r of the Re s e a rch Statio n fo r
F lo ric ultu r e and G la s sho u s eVegetab le s in the
Netherla nds , Aals m e e r/Na al dwiJ
'
k
P hysiological a spe cts of h igh
ir r ad ia n c el ighting in ho rtic ultu r e
R I Ho e
,
Agric u1亡u r al Univ e r si亡y of No w ay ,
As , No r v ay
Cof fe e br e ak
Dayle ngth and e nd of day fa r
- r ed r e spo n s e
of Eu 8tO m a gr a ndiEIo rLZ m
J ･ A ･ Bak ker , DLO
- Re s e a r ch rn stitute fo r Agr ob iolog y a nd
Soi l Fe rti l ity , Wage ninge n , the Nethe rla nds
Ev alu ation of tw o d i f fe r e nt ap pr o a che s to pr ed ict the
ir r ad ia n c ein tegr al r equir ed to gr o wth pot pla nts : the
gr o vtb fu n ctio n t) a s ed o n the s ola r ir r ad ia n c ein tegr al
a nd the s c al ing up of leaf photo synthe sis to crop
gr o wth
F . Fr edrick, Univ er sity of G he nt, Belgiu m
Pr odu ctio n a nd qu al ity of Fr e e sia
rB lu e tle a v e n' with
s up ple m e ntary l ightin g is af fe cted by l ight in tegr al ,
dayle ngth a nd de v elopmen tal stage
J I Be rgho ef, Wage ninge n Agric ultu r al Univ e r sity ,
T he Nethe rla nds
Po ste r VLie ving
E f fe ct of l ight inte n sity o n gr o vtb a nd qu al ity of c ut
r o s e s
]I･ R ･ G isle r od･ Depa rtm e nt of Ho rtic ultu r e, Agric ultu r al
Univ er si亡y of No r w ay, As , No ヱW aY
Qu a nti fying the ef fe ct of s up ple m e nta1 l ighting o n
sho ot - tip tempe r atu r e s
J ･ E ･ Fa u st ･ M ichiga n State Un iv e r sity,
Ea st La nsing, U S A
Sup ple m e nta ry lighting a nd the gr o wth r ate s of s o m e
po t ted pla nts
TJ
'
. B la cqui 占r e, Re s e a r ch S亡a 亡io n fo r F lo ric u1亡u r e a nd
G la s sho u s eVegetab le s in the Nethe rla nds , Aals m e e r
Po ste r vie wing
Te a bre ak
P le n a ry d is c u s sio n , chair m a nH . C halla
図 1 a 口 頭 発 表 プ ロ グ ラ ム
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Wedn e sday , Ja n u a ry 2 6
m o r nin g s e s sio n
0 8. 1 5- 0 8. 4 5
0 8. 4 5
0 9. 0 0- 0 9. 1 0
0 9. 1 0- 1 0. 1 0
1 0
.
1 0- 1 0. 4 0
1 0. 4 0- l l. 0 0
l l. 0 0- l l. 2 0
l l
.
2 0- l l. 4 0
ll. 4 0- 1 2. 4 0
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･ B la cqui ar e
L ighting fo r pla nt: s : He a s u r e m e nt a nd u nits of
m e a s u r e m e nt
K . Schu r e r, D L O- In stitute of Agric ultu r al Engi n e e ring,
Wage nin ge n , T he Netherla nds
D is c u s sio n in thr e egr o ups :
i . L ight n e a s u r e n e nt fo r m o nito ring (a nd cl im ate
c o ntr ol)
2
. L ight m e a s ur em e nt fo r the registr atio n of the a ct:u al
situ atio n (me a s u r e m e nt s in gre e nho u s e s and u nde r
labora tory c o nd itio n s)
3 . L ight mea sur e men t for photo m o rphogen e tic and
pbo tope riod ic pr o c e s s e s
A fte r o n eho u r of d is c u s sio n . the thr e e gr o ups Wi l l
join again , a nd in sho rt (5 min ute s) r epo rt abo ut the
d is c u s sio n (W ith a n o v e rhe ad she et , o r f lap - o v e rpaper)
Repo rt & Co n clu sion
L I G H TQ U A L I T Y & PH 0 T 0 P E A I 0 D I S 班
C hair m an: H . Gude
,
Bul b Re s e a r ch Ce ntr e
,
Lis s e, T he Nethe rla nds
Sekre 亡a ria 亡 ope n
Gro up photo
lnfo r m a亡io n by the c o n v e n e r, G ･ A ･ v a n de n Be rg
T he r ole s of photore c ept or s a nd endogen o u s rhythm s in
the photope riod ic c o ntr ol of f lo v e rin8
P ･ J ･ Lu m sde n
,
Univ e r sity of Ce ntr al La n c a sh ir e,
Pr e sto n . UniteL] K ingdo m
Cof fe e Jir e ak
Co mpa ring la mps a nd timing of i l lu min atio n to el icit a
lo ng - day r e spo n s eln lo ng
- day a nd shor t
- day pla nts
A ･ KadL77a n- Zaha vi, T he Volc a ni Cen ter , Bet
- Daga n , Is r a el
A si dev ard lighting sys te m fo r cultu rin g tr a n spla nts
With redu c ed sho ot le ngth. la rge le af a r e a a nd
ap pr opria te shoot/r o ot W eight r atio
T . Ko z ai, C h i ba Univ ersity, Ch i ba , Japa n
Hu tu al ef fe cts of r ed/fa r - r ed in te n sity ra tio a nd P P F D
o n k i dn ey bean gr o yth
H ･ Ha tlYu , Ce ntr al Re s e a r ch Zn s亡i亡u亡e of E l
e c亡ric Po w e r
Indu stry. C h i ba , Japa Tl
Po ste r V le ving
図 1 b 口 頭 発 表 プ ロ グ ラ ム ( 続き 1)
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図 2 オ ラ ン ダ ･ ア ー ル ス メ ー ア の 補 光 バ ラ 栽 培 温 室
図 3 ア ー ル ス メ ー ア 花 き 研 究 所 に お け る ア リ ス ト ロ メ リ ア の
ポ ス ト ハ ー ベ ス ト 実 験 状 況
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ポ ジ ウ ム を 開 催 す る の は 難 し い よ う な 気 が す る ｡
研 究 発 表 の プ ロ シ ー デ イ ン ダ ス は ､ I S H Sか らActa Ho rtic ultu r a eの 1冊 と し て 出
版 さ れ る ｡ 今 年 夏 に は 編 集 を 完 了 し て I S H S事 務 局 に 印 刷 を 依 頼 す る そ う で あ る が ､
実. 際 に 出 版 さ れ る の は 1 9 9 5年 度 と 思 わ れ る ｡
3. 環 境 制 御 下 に お け る 人 工 光 の ワ ー ク シ ョ ッ プ
3. 1 概 要
会 議 の 名 称 は Int e r nation al Workshop o n L ighting fo r P la nts in Co ntr ol led
En vir o n m e nts で ､ 1 9 9 4年3月 2 7日 - 3 0日 に 米 国 ウ ィ ス コ ン シ ン 州 の W is c o n sin大 学
で 開 催 さ れ た . U S D A(米 国 農 務 省)の N C 正一 1 0 1委 貞 会 と い う 環 境 調 節 に 関 す る 研 究 班
の 主 催 で ､ W is c o n sin大 学 の T. Y . T i b b it ts教 授 が 組
2 7日 午 後 に 施 設 見 学 会 と レ セ プ シ ョ ン ､ 2 8日 と2 9日
長
会
員
演
委
講
織
.
が
杏 務 め た ｡ 日 程 は
3 0日 午 前 中 が ワ ー
ク シ ョ ッ プ で あ っ た ｡
1 6ヶ 国 か ら 1 3 6名 の 参 加 が あ り ､ 3名 以 上 の 参 加 国 は ､ 米 国9 5名 ､ カ ナ ダ1 2名 ､
日 本5名 ､ ド イ ツ 5名 ､ ロ シ ア 3名 で ､ そ の は か に オ ー ス ト ラ リ ア ､ ニ ュ ー ジ ー ラ ン
ド お よ び ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 か ら の 参 加 が あ っ た ｡ 日 本 か ら は , 橋 本 氏 ( 神戸 女 子 大) ,
久 保 田 氏 ( 千 葉大 ･ 現 米 国 ク レ ム ソ ン 大 学) お よ び 筆 者 ら が 参 加 し た ｡
本 会 議 の 目 的 は , 植 物 栽 培 に 有 効 な 光 源 お よ び 照 射 技 術 に 関 し て 情 報 交 換 を 行
い ､ 環 境 制 御 下 で 植 物 栽 培 を 行 う 場 合 の 問 題 点 を 探 り ､ 施 設 の 設 計 ､ 実 験 の 指 針
と な る ガ イ ド ラ イ ン を 提 案 す る こ と で あ っ た｡ 会 議 は こ の 目 的 に 沿 っ て (1) 植 物の
光 に 対 す る 反 応 ､ と く に 波 長 と 照 射 強 度 の 影 響､ (2)人 工 光 栽 培 に 有 望 な 新 し い 光
源 ､ (3) 照 射 方 法と 赤 外 線 カ ッ ト に 関 す る 技 術 ､ (4)ガ イ ド ラ イ ン 作 成 の セ ッ シ ョ
ン に 分 か れ た ｡ 本 会 議 で は 一 般 研 究 発 表 は な く ､ 事 務 局 か ら 依 頼 さ れ た 参 加 者 だ
け が (1)､ (2)お よ び(3)の セ ッ シ ョ ン で 講 演 し た ｡
3. 2 講 演 の 概 要
講 演 は 1会 場 で 行 わ れ た ｡ 2 8日 は 植 物 生 理 分 野 の 内 容 で ､ 光 合 成 反 応 ､ フ ァ イ ト
ク ロ ム 反 応 ､ 青 色 ･ 紫 外 線 に 対 す る 反 応 に つ い て , そ れ ぞ れ4名 の 講 演 者 が 研 究 成
果 を 報 告 し た ｡ そ し て 各 種 の 反 応 に 必 要 な 波 長 と 照 射 強 度 に つ い て デ ィ ス カ ッ シ
ョ ン が 行 わ れ た ｡ 2 9日 は 工 学 的 ･ 技 術 的 な 内 容 で ､ 高 圧 ナ ト リ ウ ム , メ タ ル ハ ラ
イ ド お よ び 蛍 光 ラ ン プ の 特 徴 と 問 題 点 ､ キ セ ノ ン ラ ン プ､ マ イ ク ロ ウ エ ー ブ ラ ン
プ ､ 高 輝 度 発 光 ダ イ オ ー ド を 利 用 し た 栽 培 実 験 ､ 光 強 度 分 布 を 均 一 に す る た め の
配 光 設 計 法 お よ び 光 フ ァ イ バ ー の 利 用 例 ､ 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ ー お よ び 反 射 笠
の 熟 の 除 去 法 に つ い て の 報 告 が あ っ [=o
両 日 合 わ せ て 2 5題
･
の 講 演 が あ り ､ 各 分 野 に お け る 第 一 人 者 の 講 演 が 多 か っ た た
め ､ 一 部 に は 教 科 書 の レ ビ ュ ー の よ う で 新 鮮 味 に 欠 け る 内 容 も あ っ た が ､ セ ッ シ
ョ ン ご と に テ ー マ が 定 め ら れ て お り デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 時 間 も 長 く ､ 全 般 的 に は
ま と ま り の あ る 講 演 会 に な っ た ｡ 2日 目 の 講 演 の 半 分 は ラ ン プ メ ー カ ー 技 術 者 の 講
演 で ､ 専 門 的 な 質 問 に 答 え る つ い で に 自 社 製 品 の P Rを し て い た . 会 議 で は 一 般 研
究 発 表 の 機 会 が な か っ た が ､ 参 加 者 に 対 し て は 事 前 に ｢ ディ ス カ ･7 シ ョ ン の 時 間
に ､ O H Pや ス ラ イ ド を 利 用 し て 各 自 の 研 究 紹 介 を し た･り 意 見 を 述 べ て よ い ｣ と の 案
内 が あ っ た ｡ そ の た め 若 手 中 堅 研 究 者 の 中 に は 用 意 し た 資 料 を 紹 介 し た 者 も 多 く ､
彼 ら の 研 究 内 容 を 知 る 機 会 が 得 ら れ た ｡
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3. 3 ガ イ ド ラ イ ン
最 終 日 は ､ ガ イ ド ラ イ ン を 作 成 す る 目 的 で 2 つ の 会 場 に 分 か れ て 2時 間 の ワ ー ク
シ ョ ッ プ を 行 い ､ 引 き 続 い て 1時 間 の 総 合 討 論 が 行 わ れ た . ワ ー ク シ ョ ッ プ は (1)
co ntr ol led En vir o n m e nts と(2)Gr e e nho u s e sで ､ (1)は グ ロ ー ス チ ャ ン バ ー で の 栽
培 実 験 や 育 苗 を 行 う 際 の 光 環 境 ､ (2)は 温 室 で 補 光 栽 培 を 行 う 際 の 光 環 境 で あ る ｡
大 会 事 務 局 は 事 前 に 参 加 者 に 対 し て ､ 米 国 主 要 地 域 の 日 射 量 デ ー タ ､ 各 ラ ン プ
の 波 長 特 性 デ ー タ お よ び ガ イ ド ラ イ ン 原 案 を 配 布 し て ､ こ れ ら を 検 討 す る よ う に
呼 び か け て い た ｡ こ の 原 案 に も と づ い て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い ､ 最 終 案 が ま と
め ら れ た . ガ イ ド ラ イ ン の 原 案 は 日 積 算 光 合成 有 効 頗 射 量 ､ 2 8 0- 5 0, 0 0 0n m域 の 総
照.射 強 度 ､ 波 長 ､ 栽 培 面 の 照 射 強 度 の 均
一 性 の 4 項 目 で あ っ た . 原 案 で は ､ 波 長
に つ い て 3 0 0- 8 0 0n m域 を1 0 0n mご と に 分 け て 必 要 強 度 を 設 定 し て い た が ､ 光 に 対 す
る 反 応 は 作 物 ご と に 異 る た め 定 量 化 し に く い と の 意 見 が 出 さ れ て ､ こ の 項 目 は 削
除 さ れ た ｡ ガ イ ド ラ イ ン は 上 記 の デ ー タ を 含 め て プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス に 掲 載 さ れ ,
関 連 学 会 誌 に も 報 告 さ れ る 予 定 で あ る ｡
筆 者 ら は 当 初 , こ の ガ イ ド ラ イ ン を 実 験 研 究 用 の 光 環 境 の ガ イ ド ラ イ ン と 思 い ､
実 験 遂 行 時 と 論 文 を 書 く 際 の チ ェ ッ ク シ ー ト と し て 利 用 す る こ と を 考 え て い た ｡
な ぜ な ら ば 植 物 栽 培 研 究 で は ､ 目 的 に よ っ て 光 量 子 束 密 度 と 照 射 エ ネ ル ギ ー 強 度
を 使 い 分 け る の が 通 例 で あ る に も 関 わ ら ず ､ 現 在 で も 照 度 の 単
､
位 を 用 い る 報 告 が
あ る と い う 混 乱 が 生 じ て お り ､ こ の ガ イ ド ラ イ ン は 万 国 共 通 の 実 験 指 針 に な る と
期 待 し た の で あ っ た ｡ し か し 期 待 し た は ど の 充 実 し た 内 容 で な か っ た た め ､ あ る
組 織 委 貞 に 意 見 を 述 べ た と こ ろ ､ ｢ こ の 分 野 に 詳 し く な い 人 が グ ロ ー ス チ ャ ン バ
ー や 温 室 を 設.計 す
る 際 の 目 安 と ､ メ ー カ ー に 対 し て の 提 案｣ で あ り ｢ あ な たの よ
う な 専 門 家 が 参 考 に す る 必 要 は な い ｣ とめ コ メ ン ト を 得 た ｡ こ の ガ イ ド ラ イ ン 作
成 に 当 た っ て は ､ 約10名 の 優 秀 な 研 究 者 グ ル ー プ が 時 間 を か け て 原 案 を 作 成 す る
様 子 を 一 部 始 終 見 て い た だ け に ､ 何 か 拍 子 抜 け し た 感 が あ っ た . こ れ はSta nda r -
d iz atio nの 好 き な 米 国 人 な ら で は の 活 動 と 言 え る か も し れ な い ｡
3. 4 そ の 他
2 7日 の 午 後 は ､ 希 望 者 を 対 象 に 学 内 の バ イ オ ト ロ ン 施 設 の 見 学 会 が 実 施 さ れ た ｡
本 施 設 の 概 要 は 以 前 に 紹 介 し た の で 省 略 す る( 後 藤ほ か ､ 農 業 気 象4 6(4), 2 5 5-
2 5 8)｡ 新 し い 研 究 と し て は ､ マ イ ク ロ ウ エ ー ブ ラ ン プ に よ る バ レ イ シ ョ の 栽 培 実
験 ､ 高 輝 度 発 光 ダ イ オ ー ド 実 験 ､ 熱 線 除 去 用 の 空 冷 式 反 射 笠 の 開 発 な ど が あ っ た ｡
各 実 験 室 の 入 り 口 に は ､ 見 学 会 に 合 わ せ て 測 定 し た 栽 培 面 の 光 量 子 束 密 度 分 布 が
図 示 さ れ て い た . バ イ オ ト ロ ン の 様 子 を 図 6 - 9 に示 す o な お ､ 本 バ イ オ ト ロ ン
に つ い て は ､ C E L L S学 会 誌 ､ 第 6 巻 ､ 第 2 号 に 阿 部 ･ 相 馬 氏 が 紹 介 記 事 を 掲
載 し て い る ｡
会 議 の プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス に は 全 講 演 の フ ル テ キ ス ト , 各 種 ラ ン プ の 波 長 デ ー
タ お よ び ガ イ ド ラ イ ン が 含 ま れ て ､ 年 内 に 事 務 局 で 印 刷 さ れ て 参 加 者 に 配 布 さ れ
る 予 定 で あ る ｡ 興 味 の あ る 方 は ､ 1 9 94 年 末 に で も 筆 者 ら に 問 い 合 わ せ て い た
だ き た い o 本 稿 は ､ 後 藤 英 司 (1 9 9 4 ) の (国 際 会 議 報 告 ､ 農 業 気 象 第 5 0巻 ､
第 1 号 ､ 6 5 - 6 8 ペ ー ジ) を ､ 古 在 ･ 北 宅 が 加 筆 修 正 し た も の で あ る ｡
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LUN C H
Co n v e n e r- Kar e nKo ch, U niv ersity of Flo rida, Gains vile, F L
1:00- 1:･30
1:3 0- 1:45
1:4 5- 2:00
2:00- 2:15
2:1 5- 2:45
2:45- 3:00
迅迎 空加地 坪 山 埠血控1叩t邸如( 叩也: Gen eral Requir e me nts; Harry Smi血, Univ of
Leic ester, Le ic ester, England
Re spo nde nt- H isto ry a nd crop requ lrem e ntS;Ja ck Do w n s, No r血 Carolina State
U山versity, Raleigh, N C.
Re spo nde nt
- Elo ngatio n:Carlo sBallare, Univ ersityof Bu en o sA ir es, Bu e n osA ir es,
Arge n血 a
Respo nde nt- W a v ele ngth & Lev els:RoderickKing, C SIR O, Ca nberr a, Australia
Disc u s sio n- Leader:Gerry Deitz er, Univ . of Maryla nd, College Park, M D
B REAK
Con v e n er-Do nEriz ek, U S D A Belts ville, M D
3:00- 3:30
3:30- 3:45
3:45- 4:00
4:00- 4:15
4:15- 5:15
6:30-
上わn-Pholos}n山etic(Blue a nd 地 : Ge n eral Requir e m e nts;M aryn Caldw ell,
Utah State, Legan, U T
Respo nde nt- Algae:Ho ∫stSe nge r, PIlilips Univ･ , M arbu rg, Ge m a ny
Re spondent- Spe ctr al: Tohru Hash 血oto, Robe U miv･ Rokkodai, Nada-ku, Japa n
RespomienトInte n sity･
･ Eckard Welhna n, Univ ersity of Freibu rg, Freibu rg,
Ge m a ny
Disc u ssio n- Leader:Karl Ha rh a 皿 , U nlv Erla ngen- Nu er nberg, Ger m a ny
DIN N E RatEss enHau s･ F 血1y styledining wi也polkaba nd and da n cing.
図 5 a 講 演 プ ロ グ ラ ム
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M arch 2 9
L IGH TJN G A P PL ICA T O N S-L A W S
Co nv e ncr-BryanMa m ro cha, Co n viro n, M ani(oba, CaJuda
D iscu ssio nLeade ト Ray Wheeler, N ^ S,^ Ken n edySpaceCe nter, F L
8:0 0- 8:2 0 円u o re s c entA H I D I_且m n Te clmolo tzie s- Jam esDakin , Ge ner al Electric , Clev eland O H.
8:2 0- 8:5 0 Dis cu ssio n
8:5 0- 9:1 0 Flu o re s c ent& H I D Us ein C ha mbe rs- Rober一山 nghans, Cor nelI Univ. ,Ⅰ山ac a, N Y
9:1 0- 9:4 5 Dis cussio n
9:4 5- 10:0 0 B R E ^ K
Co n v en er- Jud idlTho m as, NordlCarolinaStateU miv. Raleigh, NC
Dis cussio nLeader-Art Spo m er. Univ Iu inos, Champaign,IL
1 0:0 0- 1 0:2 0
1 0:2 0･ 1 0:35
10:3 5- 1 0:5 5
10:55- l l:10
ll:1 0- ll:30
ll:3 0- 12:0 0
12:0 0- 1:00
Xe n on T Han sI D Payer, GSF, Mu nich, Ger m any
Discu ssio n
Micfq 畔 Do nM acLen n ahan, Fu sio nSyste m s, RockvilJe. M D
D is cu ssio n
L ight EmjttizIF D jode s- Ray BuJa, U nlv ofWis e. , Madis oJl, W I
Dis cussion
L U NCE
LIG ITT m G ^ PP LICA TIO N S- I)IS T m 恥U T I O N
Co n ve n er- Dry Davis, E G C In c･ , C hagrin Falls. OH
Discussio nLeader- Ro nEv ans, C E ÅTech Interlnc･ , ^ 1ym er, Ontario, Ca nada
1:0 0- 1:30
1:3 0- 1:45
I:4 5- 2:0 5
2:0 5- 2:2 0
2:2 0- 2:3 5
2:3 5- 2:5 0
2:5 0- 3:05
3:05- 3:25
3:25- 3:4 0
3:40- 4:00
P rincipks= Lern eW hitehead, U miv ersity ofBritish Colo mb ia,
D iscu ssio n
L リ血Cnairc!= Lo uis A lbright, Co rnellUniv‥ l 也a ca, N Y
D iscu ssio n
Li 坤 二 KenXneip p, 3 M. Min n eapo一is, M N.
D is cus sio n
BRE A K
Co n ve n er- DavidBubenl1eim ･ N^ S A･ AmesRese arch Ce nter. C^
D jsc ussjo nLeadeT- Paul W al ker･ PerLnStabsU nlv " UnJ
･
v ersiy Park, P A.[ E ^ . +
軸 血 軸 ; t^ikem Haile- Mariam ･ Comingln c･ , Co ming, NY軸 心 : Toyokj Xozaj･ Chiba Univ ersjb,･ Mabudo, C hjba, Japa nDiscu ssio n
4:0 0- 4:3 0
4:30- 4:4 0
4:4 0- 5:1 0
5:1 0- 5:25
5:25- 5:45
6:3 0
M arch 3 0
u G Zm N G^ P PuC A TLO N S･ - T ER S 良 E EAT DISSIP ATIO N
丘 血 地 Roy You ng･ CJe m s on Unjv" Clem so n, S C
D isc ussion
払 出 山 地 血 No el Da vis･ Envir on m entalGro w山 Cha mbe,s, M inn. , MN地 Ia nW arringto n, c I血ate Lab･ D S IR. Palm ersto nNordl, N Z.Disc ussio n
Ba nqu吐 M aster ofCere m o nies- Richard Lo wer, Univ ofWisc on sin
MadrigalSingers- M usicScho ol. Univ. ofW is co nsin
Ligh tingforHe al山 一 Ge orgeBrain ard. Philade)phia, P A.
G U IDE L ひIES
8:0 01 1 0:00
cQnud_ an諾慧慧 - -血 血 血 血 血 - - - - -
Workshop A- Co ntrolled En viro nm e nts:
Joh Sage r(C hm)I N ^ S A･ Ken nedySpace Center･ F L･ , Ar-Spo m eT.
Univ ersJtyOf llinois･ Chanpaign ･I L, 良 Gerry Deitzx:r, Univ
M aTyland, Couege Park, MD
W orkshop B- Gre enl1Ou SeS:
Rober( Lm )ghaT u(C hm)･ Com elJ UJdv eTSiy･ Ihaca, N Y, Mayn 打d Bates,c E A In c
･ M o u mtain View･ C^ ･ & HarryJam es, Ru (gersU nlv , New
Bru ns wick, N J.
W orkshop C- Hu m an and Anim al Requhe m e nts:
Effects of Lighto nBrainand Behavior- George Brain ald(Chm),Jefferso n
MedicalCollege･ P huadelphia. P A.
EyeSafeb, and Oc uJaTHazards- David Slin ey, A berdeen Pro ving Grou nds.M D .
Energ yPolicy Pe nin e nt【o LiBhling- ChaTJesBaxteT･ Depar bn entofEn erg y,New York, N Y.
10;q …;QO 血血血』由比 - :TedTibbitb･ Univ･ of Wisconsin. Madison. Wl.
図 5 b 講 演 プ ロ グ ラ ム ( 続き)
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図6 ウ ィ ス コ ンシ ン大学の バイオ トロ ン施設｡ ガラス温室後方の 建物内に
人工光を用い た何種類もの グロ ー ス チ ャ ンバ ー が設置されて い る0
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図7
¢)マイクロ ウ エ ー ブラ ンプを用 いたバ レイ
シ ョ の栽培実験
¢)実験室入り口に掲載されて いた栽培面に
おける光合成有効光量子束密度分布図
図8 発光ダイオ ー ド(L E D)と蛍光灯を組み合わせた光源｡
格子状に配列されたLE D の後ろに蛍光灯が配列されて い る｡
図9 円筒内部に光を導入し､ 円筒表面から光を拡散､ 射出する
ライトパ イプの実演
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日本植物工場学会公開シ ンポジウム
および
平成6年度大会
大会実行委貞会
名誉大会委員長 : 山口彦之 (日本植物工場学会名誉会長 ･ 東京大学名誉教授 ･ 駒沢大学)
大会委員長 : 古在豊樹 (日本植物工場学会理事 ･ 関東支部長 ･ 千葉大学)
大会副委員長 : 橋本 康 (日本植物工場学会副会長 ･ 愛媛大学)
赤木 静 (日本植物工場学会理事 ･ キ ュ ー ピ ー ( 秩) )
蓑原書和 (日本植物工場学会関東支部監査 ･ ( 秩) 環境リサ ー チ)
実行委貞長 : 松本 丘 (日本植物工場学会監事 ･ 日立冷熱 (秩) )
実行委貞 : 青木伸雄 (日本植物工場学会評議員 ･ 日立冷熱 (樵) )
大下誠 一 (日本植物工場学会理事 ･ 東京大学)
大政謙次 (日本植物工場学会評議員 ･ 国立環境研究所)
小倉和雄 (日本植物工場学会関東支部総務幹事 ･ 岩崎電気 (秩) )
北宅善昭 (日本植物工場学会関東支部会計幹事 ･ 千葉大学)
河本康太郎 (日本植物工場学会評議員 ･ 東芝ライ テ ッ ク ( 樵) )
渋谷正夫 (日本植物工場学会評議員 ･ シ ー ア イ化成 (秩) )
末永勝昭 (日本植物工場学会評議員 ･ (秩)シ ス テ ム農業)
関山哲雄 (日本植物工場学会評議員 ･ (樵) 環境リサ ー チ)
田中功夫 (日本植物工場学会理事 ･ 出光興産 (樵) )
平山隆夫 (日本植物 工場学会関東支部企画幹事 ･ 東京電力 (秩) )
輪竹宏昭 (日本植物工場学会評議員 ･ (秩)東芝)
- 78 -
